
令和6年度 北九州地域産業⼈材育成フォーラム地域連携型インターンシップ

研修型（短期、低学年）インターンシップ
実施後アンケート 集計結果

北九州地域産業⼈材育成フォーラム
2024年12⽉

【受⼊企業版】



●アンケート概要
アンケート期間　： 2024年８月中旬～10月下旬
対　　　　　　象　： 令和6年度　研修型インターンシップ実施企業（短期、低学年）21社
回　収　社　数　： 16 社 （回収率 76% )

 １．2024年度のインターンシップの受入人数について

1名 2～5名 6～9名 10～14名 15名以上

5 7 2 2 0

フォーラムのみ 1～3名 4～5名 6～9名 10～14名 15名以上

8 4 1 2 1 0

2．当フォーラム以外でのインターンシップの受入方法について　（複数回答可）

（上記方法を選択した理由）

・ 年々生徒数も減少傾向に向かい当社への参加も減少した為

・ 商工会議所からの案内

・ 大学からの依頼があったので

・ 依頼に拠るものだからです

・ 幅広い学生に合うことができるため

・ キャリア支援室へ求人票と共に添付してお渡ししています。

・ 26卒以降の採用活動を見据え、企業PRも含めて、様々な窓口・媒体での受け入れを行っています。

・ 自社でも活動しないと学生が集まらないため

・ 直接ご要望があれば、その都度検討して受け入れています

3．2024年度インターンシップで受入を行った学生の所属学校について　（複数回答）

企業数 企業数 企業数

九州国際大学 2 西日本工業大学 4 2

九州女子大学 1 1 1

大分大学 1 1 1

長岡技科大 1 豊橋技科大 1 鶴岡高専 1

小倉工業高等学校　　　 1

※フォーラム連携学校除く

東京高専

九州産業大学

神戸高専

西南女学院大学九州共立大学

九州職業能力開発
大学校

1

フォーラム以外でのインターシップ受入状況

会社全体のインターンシップ受入状況

大学名大学名大学名

単位：社

6

7

6

3

0

2(3日間の短期）

0 1 2 3 4 5 6 7 8

貴社から大学・高専へ案内

大学・高専・教員から貴社へ依頼

公的団体（商工会議所・推進協議会等）を介して

企業（リクナビやマイナビ等）を介して

自社ＨＰで募集

その他

単位：社

単位：社



4．インターンシップを受け入れることによるメリットについて（優先順位３位まで回答）

　　　　

5．2024年度インターンシップで受入を行った学生について

6.学校や事務局の対応について
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1
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2
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3

3

0

3

4

2

2

6

0 5 10 15

特にメリットはなし

企業の社会貢献

企業の知名度向上

学生の人材育成

受入れ部門の活性化

若手社員教育

求人活動の一環

大学とのパイプ作り

1位 2位 3位

8

2

5

7

8

7

9

9

5

2

2

実習意欲、目的意識が高い

学生の専門知識や能力が高い

基本的なマナーが良かった

社員とのコミュニケーションがとれていた

強くそう思う そう思う 一部そう思う部分もある そう思わない 全くそう思わない

6

7

1

3

1

1

9

8
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1

1
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3

3

6

9

6

1

学校や事務局担当者との連絡はとれた

学校や事務局担当者の対応は良かった

学生がインターンシップに参加する前に、目的意識に関す

る教育やマナー教育などを実施して欲しい

実習プログラムや方針等に関して、事前に

話し合いの機会が得られたらよいと考える

実習期間中、学生の様子を見に来てほしい

実習後、話し合いの機会が得られたらよいと考える

強くそう思う そう思う 一部そう思う部分もある そう思わない 全くそう思わない

企業の社会
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14%
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20%



7．受入に関して、どのようなところが負担や問題になっているか

8．貴社が考える有効なインターンシップの方法について
1）期　間 2）方　法

3

0

2

4

11

2

0

1

0 2 4 6 8 10 12

特に負担や問題を感じなかった

実習生の選定

社内での受入れ部門の決定

受入カリキュラムの作成

受入期間中の学生への指導など受入れ部門や担当者の負

担

日々の日誌の確認、修了証明書やアンケートなどの事務処

理

コスト面の負担

その他

４～５日

87%

２週間

13%

体験型

48%

研修型

38%

テーマ研究

型

14%



9．その他、フォーラムのインターンシップに関するご意見・ご要望・ご感想など（原文のまま）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

今年度もありがとうございました。可能であれば、最終日成果発表についてどのようなテーマをお話しすれ
ばよいか提示いただけますと幸いです。今後の参考にしたいので他社の発表事例あれば教えていただけな
いでしょうか。今後ともよろしくお願いいたします。

学生と企業間のパイプ役として十分に機能されており、非常に助かります。

実習参加の学生は、総じて高い意欲が感じられ、前向きに取り組んでいただきました。
同時に参加した学生同士で役割分担し、助け合いながら実習を進めていた点が良かったと感じました。
最終日の発表会には、フォーラムや大学からも参加していただき、ありがとうございました。

いつもお世話になっております。１年生ISは５回目となりました。弊社社員の教える学びもあり今後も継続さ
せていただきますので、よろしくお願い申し上げます。

初めは、インターンシップに来ていただいた学生様の所属校と弊社との間に接点が感じられず、用意した研
修内容で良かったかと不安に思っていました。また、初日は緊張からか中々研修要望を聞くことができませ
んでした。

ただ、2日目からは緊張がほぐれたのかこんなことしてみたい、現場社員の生の意見を聞きたいなど要望を
伝えてくれたため、可能な限り対応することができました。

インターンシップを通して、私自身も学ぶことがありました。業務的に危険が伴うため研修内容から外してい
ましたが、現場を見たいと意見が出たため、ヘルメット着用や距離を取るようにして対応しました。安全な研
修をと思い、予定に入れていませんでしたが、実際はその逆だったと痛感しました。きちんと防護道具などを
用意して望めば問題なく、満足のいく研修を提供できると感じました。

次回以降も参加者の意見に耳を傾け、可能な限り満足してもらえる研修をおこないたいと思います。

確認事項が発生した際、学生と直接連絡をとってよいか戸惑う場面もあったが、フォーラム担当者様および
大学の窓口ご担当者様ともに真摯に対応して頂き、滞りなくインターンシップを進めることができておりま
す。

当社のような中小企業は学生との接点が少なく、このような機会はとても貴重ですので今後とも宜しくお願
いいたします。

他社がどのようなテーマで具体的にどのような実習をしているのか、またどのような問題があるのか、その
解決方法などの好事例を紹介していただけるとよいと思う。

できる限り今後も受け入れは積極的に実施したいと思います


